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10
月
３
日
〜
５
日
に
か
け

て
、
東
京
都
大
田
区
・
茨
城
県

常
陸
太
田
市
・
東
海
村
・
鉾
田

市
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

大
田
区
に
あ
る
佐
伯
栄
養
専

門
学
校
と
は
、
本
市
と
ゆ
か
り

の
あ
る
佐
伯
矩
博
士
が
創
立
し

た
世
界
初
の
栄
養
士
専
門
学
校

で
あ
る
。

　

当
日
は
、
食
育
祭
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
食
の
重
要
性
を

地
域
に
、
そ
し
て
、
全
国
に

発
信
し
て
い
る
重
要
な
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
後
、
伊
予
市
が
「
食

育
」
や
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
上

で
、
重
要
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
強
く
確
信
し
た
。

　

常
陸
太
田
市
で
は
、
幼
保
合

同
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た

「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い

す
」
を
視
察
し
た
。
当
初
は
、

幼
稚
園
と
保
育
所
が
そ
れ
ぞ
れ

別
々
に
ク
ラ
ス
編
成
を
し
て
い

た
が
、
少
子
化
に
よ
る
人
数
の

減
少
に
よ
り
、
様
々
な
課
題
が

生
じ
た
。
そ
こ
で
、
幼
保
一
体

的
運
営
特
区
の
許
可
を
受
け
、

幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
の
合
同

ク
ラ
ス
を
編
成
し
た
。
効
果
と

し
て
、
幼
児
期
か
ら
多
く
の
人

と
接
し
、
社
会
性
や
創
造
性
を

育
む
機
会
を
提
供
で
き
る
。
ま

た
、
保
護
者
の
子
育
て
へ
の
不

安
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、

保
護
者
が
利
用
し
や
す
い
制
度

と
し
て
、
保
育
環
境
が
整
備
で

き
て
い
た
。

　

東
海
村
で
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
絆
」
を
視
察
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
福
祉
と
保
健
と

の
一
元
化
・
総
合
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
拠
点
と
し
て
、
５
つ

の
機
能
を
集
約
し
建
設
さ
れ

た
①
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
③
障
害
者
セ
ン

タ
ー
④
児
童
セ
ン
タ
ー
⑤
保
健

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

　

ま
た
、
運
営
を
円
滑
に
す
る

た
め
に
、
利
用
者
の
代
表
者
等

で
運
営
す
る
協
議
会
を
開
催

し
、
問
題
点
な
ど
を
協
議
し
、

村
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を

目
指
し
て
い
た
。

　

鉾
田
市
で
は
、
市
民
の
健
康

増
進
・
交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
位

置
づ
け
さ
れ
て
い
る
「
と
っ
ぷ
・

さ
ん
て
大
洋
」
を
視
察
し
た
。

　

平
成
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、

当
時
は
、
「
高
齢
者
に
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
推
奨
す
る
こ
と

で
医
療
費
を
抑
え
た
」
と
し
て

話
題
と
な
り
、
多
く
の
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

敷
地
面
積
２
万
９
７
２
０
平

方
㍍
で
温
水
プ
ー
ル
、
温
泉
施

設
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、

健
康
相
談
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

コ
テ
ー
ジ
、
陶
芸
小
屋
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
場
な
ど
が
あ
り
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
定
着
し

て
い
た
。

　

今
回
の
行
政
視
察
が
、
今

後
、
建
設
予
定
の
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
の
取
り
組
み
に

積
極
的
に
生
か
し
た
い
と
委
員

一
同
誓
い
合
い
、
行
政
報
告
と

し
た
い
。

　

10
月
４
日
〜
６
日
に
か
け

て
、
新
潟
県
新
発
田
市
・
見
附

市
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

新
発
田
市
で
の
食
の
循
環
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
視
察
で

は
、
市
民
、
事
業
者
及
び
市
が

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
「
食
」

の
大
切
さ
を
認
識
し
、
「
食
」

の
循
環
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
理
解
し
合
い
、
行
動
す

る
こ
と
で
「
食
」
の
循
環
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

健
康
で
心
豊
か
な
人
材
の
育

成
、
産
業
の
発
展
、
環
境
と
の

調
和
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
等
の

「
地
域
の
活
性
化
」
と
「
市
民

生
活
の
向
上
」
を
目
指
し
て

い
た
。
地
産
地
消
だ
け
で
な
く

『
地
消
地
産
』
と
い
う
表
現
を

用
い
て
、
消
費
者
に
求
め
ら
れ

る
農
産
物
を
土
づ
く
り
か
ら
こ

だ
わ
り
、
消
費
者
目
線
に
立
っ

た
農
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

特
に
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー

は
、
ご
み
の
原
料
化
と
良
質
な

堆
肥
づ
く
り
を
同
時
に
行
う
資

源
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
根
幹

施
設
に
位
置
づ
け
、
赤
字
で
は

あ
る
が
約
６
７
５
０
㌧
の
特
殊

肥
料
と
約
２
２
５
０
㌧
の
普
通

肥
料
を
生
産
し
、
農
家
や
小
中

学
校
、
公
共
施
設
の
花
壇
な
ど

に
利
用
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
業
食

材
納
入
ル
ー
ト
の
拡
大
、
農
産

物
を
直
接
調
理
場
へ
搬
入
し
、

学
校
給
食
の
米
飯
に
は
、
す
べ

て
新
発
田
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使

用
し
て
い
る
。

　

見
附
市
の
豪
雨
災
害
の
復
興

の
取
組
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
４

年
７
月
13
日
の
豪
雨
で
は
、
刈

谷
田
川
の
決
壊
、
市
街
地
の
浸

水
、
土
砂
災
害
、
農
地
・
農
業
施

設
、
農
作
物
被
害
が
甚
大
で
、
後

に
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
。

　

刈
谷
田
川
の
改
良
復
旧
は
、

７
年
間
で
約
５
８
０
億
円
を
投

じ
、
工
事
は
最
終
段
階
に
入
っ

て
い
た
。
刈
谷
田
川
の
流
水
断

面
を
補
完
す
る
た
め
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
大
規
模
な
遊
水
池

を
６
カ
所
創
設
し
て
い
る
。
農

林
関
係
で
は
３
年
間
で
約
13
億

円
、
土
木
施
設
で
約
２
億
円
を

投
じ
完
了
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
０
４
年
10
月
23

日
の
最
大
震
度
７
の
中
越
地
震

で
は
、
見
附
市
で
も
震
度
５
強

を
観
測
し
、
古
い
家
屋
を
中
心

に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
、
市

街
地
は
液
状
化
現
象
で
道
路
は

田
ん
ぼ
の
よ
う
に
な
り
、
陥
没

や
崩
壊
が
多
数
発
生
、
直
ち
に

避
難
所
を
開
設
し
、
給
水
や
ガ

ス
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ボ
ン
ベ

や
物
資
の
提
供
を
迅
速
に
行
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

　

市
は
一
番
に
人
命
第
一
を
考

え
、
応
急
復
旧
と
し
、
職
員
が

各
地
域
で
対
応
し
た
が
、
市
内

全
域
で
あ
る
の
で
、
現
地
確
認

や
避
難
作
業
に
人
手
が
足
り
な

く
大
変
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ

た
。
今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
地

震
の
対
応
に
大
変
勉
強
に
な
っ

た
こ
と
を
報
告
と
し
た
い
。

民
生
文
教
委
員
会

こどもセンターうぐいす

見附市での研修

産
業
建
設
委
員
会


